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的
確
な
判
断
が
で
き
る
社
会
人
に

　

金
城
学
院
大
学
を
今
月
卒

業
、
４
月
か
ら
社
会
人
と
し

て
新
た
な一歩
を
踏
み
出
す
。

「
自
分
で
周
り
を
見
て
、
や
る

べ
き
こ
と
を
的
確
に
判
断
で
き

る
人
に
な
って
い
き
た
い
」。
抜

群
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョン
と
愛
ら
し

い
顔
立
ち
、
お
っ
と
り
と
し
た

話
し
方
と
、
柔
ら
か
な
笑
顔

が
印
象
的
だ
。

　

楚
々
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

意
外
に
も
小
さ
い
こ
ろ
は
野
山

を
駆
け
回
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
と
い
う
。
中
学
か
ら山崎　汐里 さん（22）

メ
リ
ノ
ー
ル
女
子
学
院
に
進

ん
だ
。
日
本
の
文
化
に
触

れ
た
い
と
弓
道
部
に
入
り
、

全
国
大
会
に
も
出
場
し
た
。

　

中
学
時
代
に
人
間
関
係

で
挫
折
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、「
自
分
の
よ
う
に
人

　

大
学
で
は
４
年
間
チ
ア
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
（M

ajorette
♡

A
m

ies)

に
所
属
。
ほ
か
の
大

学
の
学
園
祭
や
エ
キ
ス
ポ
な
ど
に

出
演
し
た
。一番
思
い
入
れ
の
強
い

の
が
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
30
周
年
の
記
念
イ
ベ

ン
ト
「
グ
ー
フ
ィ
ー
の
ダ
ン
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
」。「
オ
ー
デ
ィ
シ
ョン
で
選

ば
れ
て
、
３
分
間
30
人
の
仲
間
た

ち
と一緒
に
踊
っ
た
の
が
最
高
の
思

い
出
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　
４
年
前
「
ミ
ス
四
日
市
」
に
選

ば
れ
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
フ

ァッ
シ
ョン
や
メ
イ
ク
に
も
気
を
使

う
。「
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
合
って

い
る
の
か
、
会
う
人
や
場
所
な
ど

を
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
考
え
、
服
装
な
ど
を

決
め
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ひ
と

り
の
大
人
の
女
性
と
し
て
義
務
や

権
利
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
き

た
い
」

間
関
係
で
悩
む
人
を
救
い

た
い
」
と
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
志
し
た
。

　

大
学
で
心
理
学
を
専
攻

し
た
。
相
手
に
寄
り
添
って

傾
聴
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人

の
心
境
か
ら
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
自
分
に
余

裕
が
な
い
と
で
き
な
い
な
と

実
感
し
た
。
心
理
学
を
学

ん
だ
こ
と
で
、
相
手
の
気

持
ち
に
な
って
考
え
る
よ
う

に
なっ
た
と
言
う
。

▼
清
水
と
き
子（
93・垂
水
）

▼
大
河
内
和
子
（
88
・
栗

真
中
山
町
）
▼
石
井
幹
伍

（
94
・
芸
濃
町
楠
原
）
▼

森
元　
　

啓
郎
（
87
・
白

山
町
南
出
）▼
大
平
み
や
の

（
80
・
美
杉
町
八
知
）
▼

内
藤
光
子
（
76
・
八
町
１

丁
目
）
▼
野
﨑
良
子
（
74
・

久
居
中
町
）▼
板
谷
ま
さ
ゑ

（
91
・
美
杉
町
奥
津
）
▼

伊
藤
敏
男
（
91
・
新
町
１

丁
目
）
▼
小
西
文
治
（
84
・

久
居
野
村
町
）
▼
伊
藤
宗

平
（
84
・
栗
真
小
川
町
）

▼
掘
田
武
（
77
・
久
居
東

鷹
跡
町
）（
敬
称
略
）

（
３
月
16
日
〜
20
日
）

▼
上
杉
ユ
キ
ヱ
（
88
・
神
戸
）

（
３
月
16
日
〜
20
日
）

▽
鈴
木
風
介
（
み
な
み
・
青

葉
台
２
丁
目
）
▽
小
河
千
咲

（
光
司
・
久
居
持
川
町
）
▽

菅
沼
希
乃
花
（
昭
友
・
久
居

井
戸
山
町
）
▽
辻
和
（
生
久・

戸
木
町
）
▽
西
川
大
翔
（
晃

司
・
高
茶
屋
７
丁
目
）
▽
松

澤
結
衣
（
祥
弥
・
森
町
）
▽

中
井
遥
耶
（一貴
・
半
田
）
▽

尾
崎
菜
希
美
（
学
・
高
茶
屋

７
丁
目
）▽
松
本
桂
明（
力
彦・

雲
出
伊
倉
津
町
）（
敬
称
略
）

入
会
金
５
０
０
０
円
、月
謝（
材

料
費
込
）
５
０
０
０
円
。
春
の

無
理
体
験
教
室
（
春
休
み
）

及
び
、
月
２
回
土
曜
日
に
体
験

教
室
を
開
催
中
。
要
予
約
。

こ
ど
も
た
ち
の
自
発
性
を
促

し
、
尊
重
す
る
事
を
指
導
の

基
本
に
、
個
々
の
生
徒
の
性
質・

力
量
・
特
性
な
ど
を
よ
く
見
た

上
で
対
応
。
生
徒
作
品
展
を

百
五
銀
行
津
城
山
支
店
（
津

市
城
山
3
丁
目
11
）
で
４
月
１

日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）
開
催
。

問
い
合
わ
せ
は
講
師
・
長
谷
川

＝
電
話
０
９
０
（
５
６
２
９
）

１
９
１
３
。

▼
キ
ー
ボ
ー
ト
演
奏
を
始
め

ま
せ
ん
か
！
＝
一身
田
公
民
館

の
自
主
講
座
。
毎
月
第
１
水

曜
、
第
３
水
曜
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
、一身
田
公
民
館
（
津

市一身
田
町
２
９
３
―
３
）。
鈴

木
眞
澄
講
師
。
講
師
料
１
ヵ

▼
美
術
・
造
形
教
室
生
徒
募

集
＝
「
こ
ど
も
の
ア
ト
リ
エ
ぱ

ぴ
え
高
茶
屋
教
室
」（
津
市
高

茶
屋
６
―
４
―
４
３
）、
講
師
・

長
谷
川
佳
子
。
３
歳
か
ら
６

年
生
ま
で
。
月
４
回
火
・
水
・

木
曜
日
の
週
１
回
15
時
〜
19
時

（
学
習
時
間
90
分
）。
絵
画
・

造
形
・
デ
ザ
イ
ン
・
集
団
製
作
。

▼
地
価
な
ど
に
関
す
る
相
談

会
＝
４
月
１
日
（
水
）
９
時
30

分
〜
12
時
と
13
時
〜
15
時
30

分
、
津
リ
ー
ジ
ョン
プ
ラ
ザ
１
階

ロ
ビ
ー
。
不
動
産
鑑
定
士
が

地
価
や
地
代
、
家
賃
、
土
地

利
用
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
。
無
料
。
問
合
せ
は
三

重
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
＝

電
話
（
２
２
９
）
３
６
７
１
。

▼
津
偕
楽
公
園
春
ま
つ
り
＝

27
日（
金
）〜
４
月
14
日（
火
）、

津
偕
楽
公
園
。
日
本
庭
園
風

の
園
内
に
は
、
約
１
０
０
０
本

も
の
桜
が
彩
ら
れ
、
ま
た
、
４

月
中
旬
か
ら
は
、
紫
つ
つ
じ
の

花
が
咲
き
誇
る
。
期
間
中
は

10
時
か
ら
21
時
30
分
ま
で
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
、
夜
桜
が
楽

し
め
る
。
ま
つ
り
に
伴
う
交
通

規
制
（
一方
通
行
）
も
あ
る
。

問
合
せ
は
津
偕
楽
公
園
事
務

所
＝
電
話（
２
２
６
）１
３
１
１
。

▼
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
「
コ

ム
デ
シ
オ
」
＝
29
日
（
日
）

ま
で
10
時
〜
17
時
、
グ
ラ
ス
ス

タ
ジ
オ
・
コ
ム
デ
シ
オ
（
津
市
稲

葉
町
66
―
１
）。
杜
多一菜
子
さ

ん
の
透
明
ガ
ラ
ス
、
彩
色
ガ
ラ

ス
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
ア
ー
ト
作

品
を
展
示
販
売
。入
場
無
料
。

問
合
せ
は
杜
多
梓
さ
ん
＝
電
話

０
５
９
（
２
５
２
）
１
５
４
８
。

▼
嬉
野
さ
く
ら
ま
つ
り
＝
４
月

５
日
（
日
）
11
時
〜
15
時
、
中

村
川
さ
く
ら
堤
堤
防
（
松
阪

市
嬉
野
中
川
町
）。
松
阪
北
部

商
工
会
主
催
。
響
座
い
な
せ
組

太
鼓
、
ラ
イ
ブ
、
よ
さ
こ
い
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
。
問
合

せ
は
松
阪
北
部
商
工
会
＝
電

話
０
５
９
８（
５
６
）２
０
３
９
。

▼
戦
後
70
年
「
子
ど
も
・

孫
の
将
来
が
平
和
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
、
皆

で
平
和
を
語
り
合
い
ま
し

ょ
う
」
＝
４
月
12
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、
三

重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
津

市
一身
田
上
津
部
田
１
２
３
４
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４
階
。
定

員
２
０
０
人
、
参
加
無
料
。
問

合
せ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
（
６
５
才
以
上
の
会
員
に

よ
る
奉
仕
団
体
）
笠
井
英
嗣

会
長
＝
電
話
０
５
９（
２
２
１
）

２
２
３
０
。

Ｓａｍ
Ｔａｕｒｅｒ
（
Ts
）。
入

場
料
予
約
３
０
０
０
円
、
当

日
３
５
０
０
円
。
問
合
せ
は

電
話
０
５
９
（
２
７
３
）
６
７

７
７
。

▼
ラ
イ
ブ
ｉ
ｎ
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

ポ
ッ
ポ
「
小
林
た
か
よ
し
＆

千
々
岩
研
」
＝
28
日
（
土
）

19
時
〜
、
分
部
の
ら
い
ぶ
屋
Ｈｅ

ａｒ
ｔ
ポ
ッ
ポ
（
津
市
東
丸
之
内

19
―
６
林
時
計
舗
北
側
）。
チ

ャ
ー
ジ
１
０
０
０
円
。
問
合
せ

は
ロ
ー
デ
ィ
池
田
さ
ん
＝
電
話

０
９
０
（
８
４
７
０
）２
４
５
８
。

▼
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
プ
レ
イ
ヤ

ー
ズ
三
重
結
成
30
周
年
記
念

演
奏
会
＝
29
日
（
日
）
13
時

30
分
開
演
（
13
時
開
場
）、

県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。
県

下
の
中
学
生
・
高
校
生
や一般

の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
愛
好
家
１
０

０
人
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
大
合

奏
。
ゲ
ス
ト
に
東
京
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
・
ク
ワ
イ
ア
ー
、
ト
ラ
ンペ

ッ
ト
・
久
保
義
一さ
ん
を
迎
え

て
、
グ
リ
ー
グ
、
チ
ャ
イ
コフ
ス

キ
ー
、
フ
ン
メ
ル
な
ど
の
名
曲

を
演
奏
。
入
場
料一般
１
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
。
チ
ケ
ッ
ト
は
県
内
有
名

楽
器
店
で
発
売
。

▼
第
40
回
う
た
お
に
大
音
楽

会
〜
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
集

め
て
〜
＝
４
月
４
日
（
土
）

16
時
開
演
（
15
時
30
分
開

場
）、
県
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
。
入
場
料
一
般
１
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

（
当
日
各
３
０
０
円
増
し
）。

問
合
せ
は
合
唱
団
「
う
た
お

に
」
＝
電
話
０
８
０
（
２
６
２

９
）
２
５
１
４
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スon

i-19740404@

d
ocom

o.n
e.jp

▼
津
児
童
合
唱
団
第
47
回
定

期
演
奏
会
＝
４
月
５
日（
日
）

15
時
30
分
開
演
（
15
時
開

場
）、県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
白
雪
姫

▼
鈴
木
よ
し
ひ
さ
ポ
リ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
＝
27
日
（
金
）

19
時
〜
、
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ

は
か
く
語
り
き
（
津
市
東
丸

之
内
26
―
11
）。
ラ
イ
ブ
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
百
本
麻
衣
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）

＆
長
谷
川
英
喜
（
ベ
ー
ス
）、

▼
キ
ッ
ズ
ラ
ボ
作
品
展
・
ヒ
ー

ロ
ー
伊
藤
ス
タ
ジ
オ
美
術
研

究
所
＝
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）

12
時
〜
19
時
、
最
終
日
16
時
、

岩
田
川
久
画
廊
（
津
市
東
丸

之
内
リ
バ
ー
サ
イ
ド
Ｆ
Ｋ
）。
問

合
せ
は
い
と
う
さ
ん
＝
電
話
０

５
９
（
２
２
７
）
１
０
６
０
。

▼
中
勢
・
伊
賀
地
区
高
等
学
校

美
術
展
＝
27
日
（
金
）
〜
29
日

（
日
）
９
時
30
分
〜
17
時
、
県

立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

入
場
無
料
。 

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｏ
Ｂ
作
品
展
＝

27
日
（
金
）
〜
29
日
（
日
）
10

時
〜
16
時
、
最
終
日
15
時
、
津

リ
ー
ジ
ョン
プ
ラ
ザ
（
津
市
西
丸

之
内
23
の
１
津
市
役
所
隣
り
）

３
Ｆ
展
示
室
。
１
２
１
人
の
１

　

21
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

考
え
る
会
・
み
え
（
小
菅

弘
正
会
長
）は
16
日（
月
）、

津
市
羽
所
町
の
ホ
テ
ル
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
津
で
、
中
部
大

学
の
細
川
昌
彦
教
授
を
講

師
に
招
き
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つい
て
考
え
る
講
演

会
を
開
い
た
。
市
民
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た

　

講
演
の
テ
ー
マ
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
論
議
の
最
前
線
」。

あ
る
。
50
年
前
の
東
京
五

輪
で
も
、
こ
れ
を
機
に
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
の
発
展
が
見

ら
れ
た
。
新
幹
線
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
る
。
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
や
水
素
社
会

へ
の
対
応
と
いっ
た
新
技
術

を
実
験
的
に
採
用
し
成
功

す
れ
ば
、
今
後
定
着
し
て
い

く
」
と
持
論
を
展
開
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
第
一
次
石
油

シ
ョッ
ク
時
（
１
９
７
３
年
）

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
く

を
化
石
燃
料
に
頼
っ
て
い

た
。
当
時
は
〝
脱
石
油
〟

が
目
指
さ
れ
、
こ
れ
を
原

子
力
で
達
成
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
１
１
年
の
大
震
災
で
今

度
は
〝
脱
原
発
〟。
再
び

化
石
燃
料
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
って
い
る
」
と
日

本
の
電
源
構
成
の
推
移
と

現
状
を
説
明
。
原
発
再
稼

働
の
問
題
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
の
ベス
ト
ミ
ッ
ク

ス
な
ど
の
問
題
提
起
も
行
っ

た
。

細川昌彦氏が新たな電源構成提起
「エネルギー論議の最前線」

21世紀のエネルギーを考える会・みえ

　

創
業
81
周
年
を
迎
え
た

（
株
）
野
田
米
菓
（
野
田

健
一代
表
取
締
役
）
は
22
日

（
日
）、
津
市
大
里
睦
合
町

の
新
工
場
で
１
周
年
記
念
フ

ェ
ア
を
開
催
し
た
。
オ
ー
プ

ン
と
同
時
に
、
野
田
あ
ら
れ

フ
ァ
ン
ら
が
ど
っ
と
詰
め
か
け

た
。

　

直
売
所
で
は
通
常
１
袋

３
６
０
円
の
あ
ら
れ
の
小
袋

が
４
袋
で
千
円
、
大
袋
７
２

０
円
を
３
袋
で
１
５
０
０
円

の
大
特
売
に
人
気
が
集
ま
っ

た
。
駐
車
場
で
は
紀
北
町

物
産
の
海
産
物
大
安
売
り

が
あ
り
、
人
だ
か
り
が
で
き

た
。

　

野
田
あ
ら
れ
の
お
か
み
さ

ん
が
焼
き
た
て
あ
ら
れ
を
大

振
る
舞
い
す
る
と
、
負
け
じ

と
ば
か
り
に
隣
接
ブ
ー
ス
で

紀
北
町
の
魚
匠
海
人
ひ
げ

兄
貴
が
海
産
物
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
振
る
舞
っ
た
。
あ
ら
れ

と
魚
の
芳
ば
し
い
香
り
に
誘

わ
れ
て
、
長
い
行
列
が
で
き

た
。

　

小
学
生
限
定
の
ジ
ャ
ン
ボ

巻
き
寿
司
ロ
ー
ル
教
室
で
は
、

テ
レ
ビ
で
話
題
の
ロ
ー
ル
巻

子
が
、
カ
ワ
イ
イ
巻
き
寿
司

を
作
り
上
げ
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

子
ど
も
限
定
の
縁
日
ブ
ー
ス

で
は
射
的
、
お
も
ち
ゃ
釣
り
、

輪
投
げ
、
さ
い
こ
ろ
ゲ
ー
ム

が
に
ぎ
や
か
。
大
道
芸
人
ク

ラ
ウ
ン
・
ロ
ト
さ
ん
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
は
笑
い
と
拍
手
が

渦
巻
い
た
。

　

飲
食
ブ
ー
ス
で
は
下
津
醤

油
の
み
た
ら
し
団
子
、
富
士

珈
琲
の
入
れ
立
て
コ
ー
ヒ
ー
、

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
Ｂ
Ｉ
Ｔ
の
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
ド
ー
ナ
ツ
が
大
好
評

だっ
た
。

　

野
田
社
長
は
「
お
天
気
に

恵
ま
れ
て
、
盛
大
に
新
工
場

１
周
年
フ
ェ
ア
を
開
催
で
き

ま
し
た
。
お
陰
様
で
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

体
に
良
い
商
品
を
ど
ん
ど
ん

作って
い
き
ま
す
」と
話
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
社
＝
電

話
０
５
９
（
２
３
０
）
７
７

７
２
。 

盛
大
に
新
工
場
１
周
年
記
念
フ
ェア

野
田
あ
ら
れ
フ
ァ
ン
詰
め
か
け
る
！

大
安
売
り
や
愉
快
な
イ
ベ
ン
ト

細
川
教
授
は
か
つ
て

「
グ
レ
ー
タ
ー
ナ
ゴ

ヤ
」
で
、
愛
知・岐
阜・

三
重
を
一つ
の
経
済
圏

と
と
ら
え
、
つ
な
げ
る

こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
触
れ
、「
分
断

さ
れ
た
地
域
を
ど
う

や
っ
て
つ
な
ぐ
か
は
、

今
も
最
大
の
課
題
で

あ
る
」と
位
置
づ
け
、

「
２
０
２
０
年
の
東
京

五
輪
を
『
新
技
術
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
』
に
し

よ
う
と
い
う
議
論
が

　

働
く
女
性
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
三
重
―
ア
イ
リ

ス
は
17
日
（
火
）、
津
市
一
身

田
上
津
部
田
の
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で
、
県
内

授
産
所
・
施
設
を
利
用
す
る

人
々
を
招
待
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
た
。
23
回
目

の
今
回
は
18
施
設
約
２
３
０
人

の
人
々
が
来
場
し
、
三
重
―
ア

イ
リ
ス
メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
挨
拶

に
迎
え
ら
れ
、笑
顔
を
見
せ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
部
構
成
。

第
１
部
は
ピ
エロ
の
ク
ラ
ウ
ン
Ｌ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
に
よ
る
コ
ミ
カ
ル
な

シ
ョ
ー
が
あ
り
、
そ
の
動
き
と

声
で
観
客
の
笑
い
を
誘
い
、
大

い
に
沸
か
せ
た
。
第
２
部
は
女

性
コ
ー
ラ
ス
「
蔦
の
会
」
が
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ロ
ン
・
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
の
お
お
か
み
」
を
披
露
。

三
重
―
ア
イ
リ
ス
の
メ
ン
バ
ー

も
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
踊
り
、

観
客
を
楽
し
ま
せ
、
元
気
づ

け
た
。

　

三
重
―
ア
イ
リ
ス
会
長
の
箕

浦
祐
子
さ
ん
は
「
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
で
音
楽
な
ど
を
楽
し
む

と
い
う
こ
と
が
難
し
い
方
々
に

楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
」
と
話

し
た
。

障がい者・施設利用者を招待
三重—アイリスミニコンサート

　
（
株
）
川
瀬
建
築
（
津
市

安
濃
町
前
野
、
川
瀬
泰
弘
社

長
）
が
21
日
（
土
）
と
22
日

（
日
）、
津
市
芸
濃
町
椋
本
で

完
成
現
場
見
学
会
を
開
催
し

た
。
将
来
の
参
考
に
と
多
く

の
人
々
が
訪
れ
、
職
人
が
作

る
三
重
の
木
の
家
を
体
験
し

た
。

　

今
回
完
成
の
邸
宅
も
同
社

が
勧
め
る
三
重
の
木
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
。
玄
関
に
入
っ
た
瞬

間
か
ら
、
三
重
の
自
然
の
木
の

気
品
あ
る
匂
い
が
室
内
の
空

気
に
満
ち
て
い
る
の
を
感
じ
ら

れ
る
。
ま
た
出
迎
え
て
く
れ

る
見
事
な
木
目
の
化
粧
柱
が

美
し
い
。
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
た
っ
ぷ
り
の
和
室
や
、
大
き

な
採
光
窓
か
ら
抜
け
て
部
屋

を
明
る
く
満
た
す
光
、
充
実

し
た
収
納
棚
、
ス
ム
ー
ズ
な
動

き
を
妨
げ
な
い
動
線
な
ど
、

様
々
な
と
こ
ろ
に
目
や
手
触
り

を
楽
し
ま
せ
、
心
地
よ
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い

う
匠
の
思
い
や
り
と
工
夫
が
あ

っ
た
。

　

川
瀬
建
築
で
は
家
を
建
て

た
い
と
い
う
方
の
細
か
な
要
望

に
応
え
る
家
造
り
を
行
って
い

る
。問
合
せ
は
電
話
０
５
９（
２

６
８
）
３
３
９
４
。

住みよい三重の木の家
川瀬建築が完成見学会

▼
市
民
文
化
祭
参
加
事
業
講

演
会
三
重
大
学
シ
リ
ー
ズ
？

「
発
見
塾
」
＝
28
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
、
津
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
２
階
健
康
教

室
。
三
重
大
学
大
学
院
生
物

資
源
学
研
究
科
の
立
花
義
裕

教
授
に
よ
る
講
演
「『
気
象
と

市
民
生
活
』
―
異
常
気
象
が

起
こ
る
理
由
が
分
か
る
と
人

生
絶
対
得
し
ま
す
―
」
が
あ

る
。
問
合
せ
は
津
文
化
協
会

＝
電
話
（
２
２
８
）８
３
９
３
。

月
１
０
０
０
円
前
後
。
定
員

20
人
。
問
合
せ
申
込
み
は
長

谷
川
輝
子
さ
ん
＝
電
話
０
５
９

（
２
３
０
）
０
０
６
９
。

と
七
人
の
小
人
た
ち
」、
組
曲

「
チ
コ
タ
ン
」
な
ど
児
童
合
唱

の
発
表
。入
場
料
５
０
０
円
。

チ
ケ
ッ
ト
は
総
文
チ
ケ
ッ
ト
カ

ウ
ン
タ
ー
、
近
藤
楽
器
店
で

販
売
。

５
０
点
の
作
品
展
示
。
問
合
せ

は
二
郷
さ
ん
＝
電
話
０
５
９（
２

５
６
）
６
１
０
。

　

三
重
テ
レ
ビ
社
会
事
業
委

員
会
が
17
日
（
火
）、
県
社

会
福
祉
協
議
会
へ
福
祉
寄
託

金
を
贈
っ
た
。
津
市
桜
橋
の

務
理
事
に
福
祉
寄
託
金
60
万

円
を
手
渡
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
昭
和
63
年

設
立
以
来
、
同
協
議
会
を
通

じ
て
県
下
の
福
祉
施
設
に
総

計
３
４
２
台
の
車
い
す
を
は
じ

め
、
災
害
見
舞
と
し
て
義
援

金
な
ど
を
寄
託
し
て
き
た
。

寄
託
金
は
26
年
度
、
同
委
員

会
に
４
団
体
と
個
人
か
ら
寄

託
さ
れ
た
浄
財
55
万
１
６
２

７
円
に
、
同
委
員
会
が
前
年

度
繰
越
金
を
加
え
60
万
円
と

し
た
。

　

同
協
議
会
は
県
下
の
児
童

福
祉
施
設
へ
の
贈
呈
を
決
め
、

県
内
12
の
施
設
で
５
万
円
ず
つ

物
品
購
入
に
充
て
る
と
い
う
。

三重テレビ社会事業委員会
福祉寄託金 60万円を贈呈

三
重
県
社
会

福
祉
会
館
で

贈
呈
式
が
あ

り
、
委
員
会

の
志
田
行
弘

委
員
長
が
、

「
地
域
の
社

会
福
祉
に
役

立
て
て
」
と

山
口
和
夫
常


